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17
日

島
根
県
浜
田
市
議
会

中
山
間
地
域
振
興
特
別
委
員
会

13
名

「
ポ
ケ
ベ
ル
電
波
を
利
用
し
た
防
災

ラ
ジ
オ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

18
日

福
井
県
坂
井
市
議
会

会
派
６
名

「
お
城
を
活
用
し
た
観
光
客
誘
客

に
つ
い
て
」

23
日

福
井
県
敦
賀
市
議
会

会
派
３
名

「
図
書
館
に
つ
い
て
」

23
日

群
馬
県
渋
川
市
議
会

会
派
９
名

「
駅
前
複
合
施
設
整
備
と
図
書
館

の
運
営
に
つ
い
て
」

25
日

島
根
県
安
来
市
議
会

地
域
振
興
委
員
会
８
名

「
道
路
維
持
管
理
作
業
報
奨
金

に
つ
い
て
」

30
日

愛
知
県
豊
明
市
議
会

会
派
11
名

「
高
梁
市
復
興
計
画
に
つ
い
て
」

26
日

神
奈
川
県
議
会

防
災
警
察
常
任
委
員
会
12
名

「
防
災
・
災
害
対
策
に
つ
い
て
」

7 月

・学童保育について
・夏休みのプール開放について
・水道事業の統合及び料金改定　
　について
・備中高梁駅東側の整備につい
　て

WBGT（※）31でのプー
ル開放中止について市
としての見解を問う

WBGTの数
値を適切に運
用し、プール
開放の是非を
決定していく

学
童
保
育
に
つ
い
て

森　
不
足
し
て
い
る
学
童
保
育
支
援
員

の
処
遇
改
善
が
急
務
で
は
な
い
か
。

市
長　
支
援
員
確
保
の
た
め
の
待
遇
改

善
、労
働
条
件
の
改
善
は
急
務
で
あ
る
。

最
善
を
尽
く
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は

財
源
の
確
保
も
必
要
と
な
る
の
で
ご
負

担
を
い
た
だ
く
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

水
道
事
業
の
統
合
及
び
料
金
改

定
に
つ
い
て

森　
国
に
対
し
て
財
政
支
援
の
要
望
を

行
っ
て
い
る
が
手
応
え
は
あ
る
の
か
。

市
長　
維
持
補
修
費
や
工
事
費
な
ど
に

も
補
助
金
を
つ
け
て
欲
し
い
と
国
に
訴

え
て
い
く
。
今
ま
で
と
同
じ
こ
と
を
訴

え
た
の
で
は
簡
単
に
は
ね
除
け
ら
れ
る

の
で
、
新
し
い
案
を
持
っ
て
国
へ
要
望

し
て
い
く
。
ま
だ
道
は
あ
る
と
手
応
え

は
感
じ
て
い
る
の
で
、
市
議
の
皆
様
と

一
緒
に
何
度
で
も
国
へ
足
を
運
ん
で
い

き
た
い
。

高
梁
駅
東
側
の
整
備
に
つ
い
て

森　
備
中
高
梁
駅
東
側
の
賑
わ
い
を
創

出
す
る
た
め
の
計
画
は
あ
る
の
か
。
認

定
こ
ど
も
園
、消
防
署
、バ
ス
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
建
設
も
踏
ま
え
て
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

駅
東
側
は
立
地
適
正
化
計
画

の
中
で
居
住
誘
導
エ
リ
ア
に
な
っ
て
い

る
。
今
後
研
究
し
て
い
く
。

森　
備
中
高
梁
駅
以
外
の
４
駅
に
つ
い

て
も
住
民
か
ら
、
改
札
口
の
変
更
、
駐

車
場
や
住
宅
地
の
整
備
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
要
望
が
あ
る
。
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
欲
し
い
。

森 和之議員

　

８
月
19
日
、
美
作
文
化
セ
ン

タ
ー
に
て
岡
山
県
市
議
会
議
長

会
主
催
の
議
員
研
修
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
知
事
や
総
務
大
臣
な

ど
を
務
め
た
早
稲
田
大
学
公
共

経
営
大
学
院
教
授
の
片
山
善
博

氏
が
「
地
方
議
会
の
在
り
方
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

県
内
の
市
議
会
議
員
約
２
５
０

名
に
対
し
、
執
行
部
の
追
認
機

関
に
な
ら
ず
に
是
々
非
々
で
議

案
を
審
議
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
方
議
会
が
担
う
重
要
な
役

割
と
し
て
①
意
思
決
定
と
合
意

形
成
、
②
財
政
破
綻
の
防
止
、

③
行
政
監
視
、④
議
案
の
吟
味
、

⑤
立
法
と
そ
の
管
理
、
⑥
国
の

立
法
や
政
策
Ｖ
Ｓ
地
域
・
市
民

の
視
点
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

知
事
時
代
の
わ
か
り
や
す
い

事
例
を
も
と
に
説
明
が
あ
り
、

執
行
部
か
ら
出
さ
れ
た
議
案
を

遠
慮
な
く
修
正
で
き
る
か
ど
う

か
が
議
会
改
革
の
最
大
の
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
ま
し

た
。
議
会
は
自
治
体
の
最
高
意

志
決
定
機
関
で
あ
る
と
い
う
自

覚
と
責
任
を
改
め
て
痛
感
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
議
会

活
動
に
大
変
参
考
に
な
る
有
意

義
な
研
修
会
で
し
た
。

岡
山
県
市
議
会
議
員
研
修
会

※ WBGT（暑さ指数）：気温、湿度、輻射熱を取り入れた指数。28 を超えると熱中症に罹りやすくなる。

　

議
会
運
営
の
効
率
化
と
迅
速

化
、
情
報
共
有
の
確
実
性
の
向

上
、
そ
し
て
ペ
ー
パ
レ
ス
の
推

進
に
よ
る
事
務
作
業
の
軽
減
と

業
務
ス
ピ
ー
ド
の
向
上
を
図
る

た
め
に
、
平
成
31
年
３
月
６
日

に
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
特
別
委

員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
設
置
以
降
、
９

回
の
会
議
と
県
内
導
入
先
進
地

へ
の
視
察
研
修
、
会
議
シ
ス
テ

ム
研
修
会
へ
の
参
加
な
ど
に
よ

り
、
調
査
研
究
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
シ
ス
テ
ム
の
導
入
時
期

は
、
次
の
改
選
後
の
令
和
２
年

10
月
以
降
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
議
会
活
動
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
す
る
に
当

た
っ
て
の
費
用
負
担
や
、
議
会

で
の
ル
ー
ル
作
成
、
使
用
基
準

や
利
用
規
約
等
を
作
成
し
適
切

な
運
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
特
別
委
員
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

8月

視
察
内
容

視
察
内
容

視
察
内
容

視
察
内
容

視
察
内
容

視
察
内
容

視
察
内
容

・農業政策について

重要な課題である
と考えている

農業の担い手の確保に
ついてどう考えている
のか

平
松　
農
業
は
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ

る
が
、
年
々
農
地
が
荒
廃
し
て
い
る
の

が
実
態
で
あ
る
。
市
と
し
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

産
業
経
済
部
長　

中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
に
基
づ
き
、
集
落
全
体
で

農
地
の
保
全
を
し
て
い
る
。
農
業
や
農

村
の
多
面
的
機
能
に
つ
い
て
は
、
国
の

制
度
を
活
用
し
て
い
る
地
域
が
年
々
増

加
し
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
に
よ
り
農
地
の
保
全
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
農
地
の
集
約
、

集
落
営
農
、
農
業
法
人
化
へ
の
取
り
組

み
を
行
な
っ
て
い
る
。

平
松　
農
業
の
担
い
手
不
足
と
後
継
者

育
成
の
た
め
に
は
、
定
住
促
進
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　
担
い
手
の
確
保
は
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
就
農
と
定

住
の
支
援
と
し
て
、
農
地
や
住
居
の
確

保
、
農
業
ス
ク
ー
ル
や
新
規
就
農
研
修

等
を
実
施
し
て
い
る
。

平
松　
稲
作
を
持
続
可
能
な
産
業
と
す

る
た
め
に
、
市
独
自
で
米
の
価
格
補
償

制
度
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

産
業
経
済
部
長　

平
成
31
年
１
月
よ

り
、
農
産
物
の
価
格
等
の
補
償
を
す
る

制
度
と
し
て
収
入
保
険
制
度
が
始
ま
っ

て
い
る
。
農
業
経
営
安
定
の
た
め
に
積

極
的
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

平松 賢司議員


